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デジタル染色の
校正について

 蛍光シグナルからのデジタル染色の校正処理

 
 

 
 

ホログラフィックトモグラフィ 蛍光イメージング

光源 Class1低出力レーザーλ=520nm, サンプル照射0.2mW/mm2 高速切替： <100μs, 寿命： (typical)>20000時間(@各チャンネル)

チャンネル 最大7(同時)
同時最大3種：①DAPI ②FITC 
　　　　　　　③TRITCまたはCy5(選択または切り替え)
　　　　　　　(最大4種対応)

イメージング 3D/4D(タイムラプス) 2D
分解能 Δx,y ： 200nm、 Δz ： 500nm Δx,y ： ～ 400nm
視野 90×90×30μm 100×100μm
測定時間 3秒以内 5fps(@各チャンネル)

 ■ ホログラフィックトモグラフィ測定と多重蛍光測定の特長を組み合わせ。
 オーバーレイ表示、相関比較も可能。

 ■ 蛍光イメージを使用した各種細胞小器官などのデジタル染色の校正。
 ■ 迅速測定　3秒以内 (屈折率イメージング時)
 ■ 細胞の 3次元イメージング 4次元イメージング(タイムラプス)も可能。
 ■ 最大10種による同時染色  デジタル染色(7種）、蛍光染色(同時最大3種)
 ■ 光の回折限界を超えるnmオーダーの高空間分解能イメージング。

 △x,y 200nm、△z 500nm

仕様
 ■ 温度安定性：± 0.05 ℃ 
 ■ 温度均一性： ± 0.5 ℃ 
 ■ 制御温度範囲：室温～ + 45 ℃
 ■ CO2、 湿度制御

  (オプション： O2制御)

特長

仕様

オプション： ステージトップインキュベーター

矢印の区間：
ホログラフィックトモグラフィイメージ
・96 Zスタックスライス
・Δz=500 nm

2D蛍光イメージ

核のDAPI染色イメージ(2D)

デジタル染色校正処理

ホログラフィックトモグラフィイメージ(3D)

 細胞小器官の細胞内深さ分布    
 (核、 ミトコンドリア など)

2D蛍光イメージを
3Dイメージに拡張

3D Cell Explorer-fl uoは、 1台で屈折率イメージングと蛍光イメージングの機能を備えています。
2 つのイメージのオーバーレイ機能と特定の屈折率を色付けするデジタル染色機能により、 蛍光イ
メージと同じ屈折率染色イメージを作る校正処理が行なえます。 この校正したデジタル染色を 3D
屈折率イメージに適用することで、 細胞内の核やミトコンドリアなどの 3次元的な分布状況を可視
化することができます。

核の 3D再構築イメージ


